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   基本目標Ⅰ　創造する力と生きる力、感性豊かな子どもを育む
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1 3
子育て施設
課 人形劇の実施 I-1 0 0 ○ 0 0 0 0

各所で活動している人形劇団による、保育所11園で
の人形劇鑑賞。演目は「おひさま劇場」から２題で、
文化性の高い内容のもの。各保育所等で上演するこ
とで、子どもたちに鑑賞機会を提供する。

・行事と重ならないように実施時
期の調整が必要。
・実施劇団の選定。

就学前の子どもたちが文化に触れる
機会の提供継続に努める。

0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 なし
人形劇団クラル
テ

1,089

子どもたちに生のお話を肌で感
じてもらえるよい機会である。事
業の運営に関しては、所長代理
会にて協議しながら協働団体と
内容等を決めている。

A 0 ○

2 3 図書館 読書活動事業 I-1 I-3 I-4 ○ ○ 0 0 ○

４か月児を対象に、絵本や子育てに関する情報を
ブックスタートセットとして　　1,516人に配付した。
市内各図書館において、お話会　64回、工作等の祝
日おたのしみ会１４回、科学実験教室4回等、子ども
向け行事を計98回開催した。

日頃の来館者及びブックスター
ト事業の際の対象者のうち、日
本語を母国語としない利用者が
以前に比べ増えている。

子どもが読書に親しむきっかけとなる
よう、今後も、ブックスタート事業、団体
貸出サービス、市内小学校へのお話
配達、市内各図書館におけるお話会
等を続けていく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0
健康推進
課、子育
て施設課

岸和田市子ども
文庫連絡会図
書館ボランティ
ア「だっこ」等

978

ブックスタート事業については、
感染対策を徹底した上で、絵本
と子育て情報を共に、「読み聞か
せ手帳」という、読んであげた絵
本の概要とその時の子どもの様
子を記録できる小冊子の配布を
開始した。配布時の反応の良さ
から、親子に向けた読書推進の
一助になりうる手ごたえを感じ
た。

A 0 ○

3 3 文化国際課

きしわだアート
プロジェクト 就
学前児童への
アウトリーチ事
業

I-1 I-2 0 ○ ○ 0 0 0

アウトリーチ事業として、就学前の幼児が所属する
施設にアーティストを派遣し、参加体験型の演劇
ワークショップを実施。演劇の表現者が、子ども達の
豊かな想像力を引き出し、アートに触れる感動や喜
びを体感してもらう。令和３年度は感染症対策を考
慮した「お面」を使用したワークショップ事業を実施し
た。コロナの関係で保育所での実施が不可能だった
ため、幼稚園1園と小学校１年生の１クラスで開催
（参加者人数：51人）

感染症の終息が見えてこない時
期に、人と人の交流、子ども達と
芸術のふれあいを、安全に進め
るために工夫した企画が必要。

就学前児童の豊かな発想を伸ばして
いくプログラムを提供していく。

○ ○ 0 〇 0 0 0 0 0 0 0 毛帽子事務所 329

コロナ禍で、人との交流が少なく
なっていた時期の開催は非常に
喜ばれた。感染症対策も考慮し
た企画で事業展開でき、子ども
達の楽しそうな顔が見られたの
は良かった。

A 0 ○
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4 3 学校教育課
地域教育支援
活動事業

I-2 〇

平日の放課後の時間や土曜日に子どもの居場所づ
くりを目的に各教室が計画した特色ある様々な活動
（学習活動・スポーツ活動・工作活動・園芸活動など）
をボランティアである指導員が中心となり実施した。

ボランティアである指導員の減
少に伴い、教室の維持が難しい
ため、指導員の確保が課題と
なっている。

ボランティアである指導員の確保を行
い、教室の充実（実施内容・数）を図っ
ていく。

○ 〇 ○ ○ ○ なし

てんてん天神山
子ども教室、中
央子ども教室、
城北公民館ス
クール、学びの
教室春木、八
木っ子クラブ、
修斉放課後子ど
も教室、わくわく
教室山北、みん
なの居場所にこ
にこ光明

1,148 378

事業の運営に関しては、実行委
員会形式をとり、協議しながら問
題点や改善点を共有している。
コロナ禍による活動制限がある
中、コロナ感染の対策をとりなが
ら実施できる方法を模索中

B 〇

5 3
桜台市民セ
ンター

学級講座等運
営事業

I-2 II-1 II-7 ○ ○ ○ ○ ○

市民相互の結びつきと自主的な活動を支援するた
め、定期（6講座）、短期（8講座）、家庭教育学級（2
学級）、女性学級及び高齢者大学を開設・運営した。
また、公民館開館日に空き講座室を利用して自習室
を開放した。令和３年度も新型コロナウイルス感染予
防のため、やむなく中止することに決定した催し等も
あった。

魅力ある学級講座運営
自主的な学習活動の支援継続、魅力
ある学級講座の運営、現代的課題の
解決につながる事業運営

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 ○
地元町会及び
自治会回覧板

生涯学習
課

公民館活動団
体

854 445

自主的な学習活動の意欲を高
めていくための支援や、魅力あ
る学級講座等の開催を計画実
施した。令和３年度はコロナ禍の
ため、例年開催していた常盤地
区公民館まつりに代わるイベン
トとして「ＴＯＫＩＷＡ２０２１」を開
催した。

A 0 ○

6 3
春木市民セ
ンター

学級講座等運
営事業
（学級・講座）

I-2 II-1 II-7 ○ ○ 0 0 ○
市主催の定期講座・単発講座（親子対象講座、岸和
田鳥さんぽ、バレンタインコンサート等）・女性学級を
開催し生涯学習の機会と場を提供している。

限られた予算で、より多くの世代
や市民に公民館を利用してもら
うための事業を検討する。

講座内容については、利用者のニー
ズに添った企画を検討するとともに、
地域の特性を活かした事業を展開す
る。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 0 0 1,070

各種講座については、コロナ禍
の影響を考慮しつつ、利用者層
の拡大につながる工夫や取り組
みが必要と思われる。

B 0 ○

7 3
春木市民セ
ンター

学級講座等運
営事業
（公民館まつり）

I-2 II-1 II-7 ○ ○ 0 0 ○

公民館分館まつりを、クラブ員による実行委員会形
式で行う予定であったが、令和３年度は、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大を受け、参加者及び関係者
の健康と安全を最優先に考慮し、中止が決定となっ
た。公民館まつりは、開催できなかったが、日常のク
ラブ活動において、クラブ員の自主性や参画意識を
高め、地域住民へは、公民館活動の理解を深めるこ
とによって、地域における文化交流、仲間づくりをめ
ざす。

①コロナ禍でも開催できる方策
を検討する②実行委員会が運
営する力を高める③参加者（各
クラブ）の自主的な参画意欲を
高める

令和４年度は、新型コロナウイルスの
感染拡大防止対策をして、実施予定で
ある。今後、実行委員会の企画力・運
営力を高め、行政主導から市民主導
へとシフトしていくことで、各クラブ活動
の本旨である自主運営・文化活動の
充実・発展、地域コミュニティの醸成に
つなげる。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 0

公民館まつりの開催は前回に引
き続き、実行委員会形式にて取
り組む予定であった。今後、コロ
ナ禍でも実施できる方法を検討
するとともに、参加者の意識を高
め、実行委員会の組織体制（しく
みづくり）を定着させていくこと
で、事業実施の安定を図る。

C 0 ○

8 3 図書館
自動車文庫事
業

I-2 I-3 0 ○ ○ ○ ○ ○

図書館から距離のある地域に19ステーションを設
け、移動図書館車で出向き、資料の貸出し、返却等
の業務を行っている。また、蔵書の限られたチビッコ
ホーム39か所、公共施設10か所には毎月、幼稚園
13か所・保育所等12か所には年3回配本を行い、そ
の充実を図っている。

ステーションの中には利用の少
ないところがある。　　　移動図
書館車両の老朽化。

自動車文庫事業の維持や継続も含
め、ステーションの見直しや今後の自
動車文庫のあり方を検討する必要が
ある。まず、地域ステーションについ
て、事業の終了を検討する。

○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 なし なし 15,703

図書館への来館が困難な方にも
読書の機会を保障するとともに、
子どもたちが本に出会い、本に
親しむきっかけづくりを行ってい
る。

A 0 ○

協働した団体

協働した団体

1
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9 3 生涯学習課
公民館親子文
庫事業

I-2 I-3 0 ○ ○ 0 0 ○

読書を通し市民同士がふれあいを深める場とすると
ともに公民館活動の振興、充実を図るため、図書の
貸し出し、整理、読書指導、おはなし会、・お楽しみ
会等を行っている。光陽おやこ文庫（17回157人）、城
北おやこ文庫いずみの会（35回112人）、光明とんぼ
文庫（39回658人）、新条文庫なかよし（18回62人）に
委託し実施。実施している

・コロナ対策の徹底
・参加者の減少
・後継者不足
・周知不足

実施場所である公民館、近隣の小学
校、保育園、保育所と連携を取りなが
ら、文庫活動の活性化を図る。地域に
も周知をはかり、コロナウイルスにより
減少した利用者を増やす。

○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 0 各文庫に委託 164 76

31年度から年1回の交流会を文
庫活動のある地区館で開催。直
接他の文庫の様子を見ていただ
く良い機会となっている。令和２
年度よりは利用者が増えたが、
令和３年度もコロナウイルス感
染防止のため活動できない期間
があった。

A 0 ○

10 3 生涯学習課
子どもの居場所
教室

I-2 0 0 0 ○ 0 0 0

子どもたちが余暇に、文化活動を通じて、仲間づくり
と併せて友情を育み、豊かな心を養うことを目的とし
た。
市立公民館で、長期の休み以外の毎週土曜日に2
時間程度開講。

特になし
子ども一人ひとりに感受性や社会性が
身についていると感じられるような教
室を目指す。

○ ○ ○ 0 0 ○ 0 0 0 なし なし 706

学校外で継続的に取り組める文
化活動の機会として重要であ
る。また、異年齢交流の中で、人
への思いやりやコミュニケーショ
ン力が培われている。

A 0 ○

11 3 生涯学習課
学級講座等運
営事業（市立）

I-2 Ⅱ-7 ○ ○

自主的なグループ活動の育成や学習課題の啓発・
学習機会の提供を目的とし、定期講座及び短期講
座をおこなった。市立公民館では定期講座科学実験
教室（延べ222人）、なかよし茶の湯（延べ99人）等、
短期講座ではボタン、扇子、銅鐸せっけん、クリスマ
スアレンジ製作（46人）等。清水美也子さんのコン
サートを鑑賞した（70人）。また音レコサロンを実施延
べ132人の参加があった。

来館しずらい世代への講座。
各世代に応じた講座を企画し、公民館
活動への参加を促す。また市民自ら
が学習する機会を提供する。

○ ○ ○ ○ ○ 324
コロナ禍においても密にならない
ように、市民に参加いただける
講座を実施した。

A ○

12 3 文化国際課 アートマルシェ I-2 II-6 IV-1 ○ ○ 0 ○ ○

市民が文化芸術にふれるきっかけづくりを目的とし
たワークショップ。8月と３月に開催。8月は子ども向
け、３月は大人向けといったように、毎回講座内容を
変えて実施。（参加者8月285名、３月186名）

講座によって申込み状況にばら
つきあり。コロナ禍でも安心して
参加できて、バラエティーに富ん
だ講座の充実。乳児・障害児も
参加しやすい講座の設定。

文化芸術に触れるきっかけとする事業
で、多様なプログラムの充実を図って
いく。マンネリ化を防ぐため新たな分野
のワークショップを開拓したい。また、
プロの芸術を間近に触れる機会も作り
たい。

○ 0 0 ○ 0 ○ 0 ○ 0
郷土文化
課

育成団体、当館
を利用している
教室、他

204

依然コロナ禍で、まったく制限な
しにはできず集客も難しかった
が、年々定着してきており、リ
ピーターも多い。チラシにＱＲ
コードを取り入れるなどして周知
方法も工夫した。今後も広報に
力を入れて、新規参加者を増や
していきたい。感染症対策をと
り、無事に終えることができた。

A 0 ○
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13 3 学校教育課 読書活動事業 I-3 0 0 0 ○ 0 0 0

小中学校における読書活動をさらに推進し、児童生
徒の読書意欲、読書週間を形成することや、読書活
動の企画や立案、読書活動への支援や相談、学習
に関する資料の提供、提案を行う学校司書の派遣。
（小学校週2回、中学校週1回）

派遣された学校司書と学校の図
書館担当をうまくつなげ、子ども
の読書推進をいかに充実させて
いくかが課題。

中学校を週１回の派遣から増やして充
実させていきたい。また、図書館業務
を円滑に進め、活用状況を把握・分析
できるシステムの導入を検討したい。

0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 なし なし 16,257

子どもへの読書活動の推進のた
め、充実に努めているが、人材
の確保が難しことや限られた予
算の中で読書推進の工夫を行っ
ていく必要がある。

A 0 ○

14 3 学校教育課
幼・小・中学校所
属児童作品展示 I-3 0 0 ○ 0 0 0

市立幼稚園、小学校、中学校、高校に所属している
児童・生徒の作品等を、市役所の廊下に掲示。HPに
も掲載している。

掲示場所が旧館の階段にある
ため、目立ちにくい

保護者を含む市民の方々に広く知って
いただけるための活動の推進（庁内電
光掲示板へのメッセージ添付）

○ ○ ○ 0 0 ○ 0 0 0 0
広報広聴
課

0 0 0
掲示作品を保護者・祖父母等が
観に来てくれる機会が増加して
いる。

A 0 ○

15 3
選挙管理委
員会

選挙常時啓発
事業　啓発ポス
ター募集

I-3 0 0 0 ○ 0 0 0
岸和田市内の小・中学校及び産業高校に対し、明る
い選挙啓発ポスターの作品募集を行い、応募作品に
ついては市HPに掲載した。

岸和田市内の各学校に依頼をし
ているが、参加する学校にばら
つきがある。

今後も継続して事業を行い、明るい選
挙に向けた啓発を進める。

○ ○ ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0

公益財団法人
明るい選挙推進
協会
都道府県選挙
管理委員会連
合会
大阪府選挙管
理委員会

58
毎年多数の応募があり、明るい
選挙について推し進めることが
できている。

A 0 ○

16 3 人権教育課
人権教育・人権
啓発事業

I-3 0 0 0 ○ 0 0 ○
人権を守る作品展、巡回人権を守る児童・生徒作品
展、いじめ問題啓発児童・生徒作品展

子どもたちの人権意識の育成を
図る

子どもたちの人権意識の育成を図ると
ともに、児童・生徒等によるポスターや
標語を展示する「人権を守る作品展」
などによる啓発を充実させます。

○ ○ ○ 0 0 ○ 0 0 ○ 0
人権・男女
共同参画
課

岸和田人権協
会

743

1,000人以上の市民が、児童生
徒の作品や人権の取組に関す
るパネルやポスター等を鑑賞。
参加者から児童生徒の作品に
ついて大変好評を得ている。

S 0 ○

17 3 人権教育課
泉支研　学習発
表会

I-3 II-2 0 0 ○ 0 ○ ○ コロナにより中止
お互いのがんばりを認め合う。
他校との交流を図る。

令和４年度は、実施方向 ○ ○ ○ 0 0 ○ 0 0 ○ 0 0
泉南地区支援
教育研究会

851 C 0 ○

18 3
産業高校デ
ザイン科

岸和田市産業
教育フェア（デ
ザインシステム
科卒業制作展）

I-3 0 0 0 ○ 0 0 0

岸和田市立産業高等学校全学科の取組みを紹介す
るとともに、令和３年度卒業のデザインシステム科生
徒による卒業制作作品展示及び舞台発表（ファッショ
ンショー）を実施。３年間の学びの集大成としてクラス
統一テーマを掲げて作品制作を行い、企画・広報・運
営など生徒主体で取り組んだ。在籍生徒、家族をは
じめ、広く社会に向けて鑑賞の場として提供してい
る。

感染症予防のため、舞台発表は
予約制の座席指定、規制入退
場をお願いした。前年度程の混
乱は見られなかったが、改善の
余地はあると感じる。

生徒の意欲や作品の精度は年々向上
している。令和３年度はテレビ岸和田
さんに生中継で取り上げて頂いたこと
もあり、多くの方に活動をPRできた。
生徒が３年間で身に付けたデザインに
関する知識や技術を表現する集大成
の場として威厳ある作品展にしたい。

○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 なし なし

企画・広報・運営全てを生徒が
行っている。コロナ禍にて様々な
制約がある中での開催であった
が、来場者からは作品展示・舞
台発表ともに高評価を頂いた。

S 0 ○

協働した団体

協働した団体
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資料D

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

19 3 文化国際課
チャレンジ支援
事業

I-5 0 0 0 ○ 0 0 0

小・中学校のクラブ活動団体が、コンクールに参加
する場合、本番に近い環境を経験することで、日常
の練習の成果が本番に活かされるようホールの使
用を提供する。平成25年度より実施している。コロナ
過で変更や中止になるコンクールが多かったため令
和3年度利用団体数は2、利用件数は3。

事業の対象がはっきりしている
ため、通知文を送付し、周知に
努めているが、各校の関係者に
どの程度周知されているか不
明。

コンクールに挑戦する団体が、この事
業を活用し、本番で日頃の成果を発揮
されたい。

0 0 0 ○ 0 0 0 0 ○
年に一度、対象
校に案内文を
送付

0 0 0

本番に近い環境を整え、提供で
きた。来年度は周知方法を追
加・工夫し利用団体参加をより
促していきたい。

A 0 ○

20 3 文化国際課 育成団体支援 I-5 IV-1 0 0 ○ 0 0 ○

３つの育成団体（合唱・吹奏楽・演劇）の活動を支援
し、団体の質の維持及び向上を図るため、指導者へ
の謝礼を支払う。また、定期発表の場を設け、日常
の成果を市民に還元するための公演を実施してい
る。

団体が安定的に活動をしていく
ためには、一定数の団員数が必
要。

各団体の活動が、当課の活動をこえ
て、市内の各所で展開できるべく、団
体の存在や活動を広く知ってもらう。

○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ 0 0

岸和田市少年
少女合唱団、岸
和田市音楽団、
マドカドラマス
クール

1,440

コロナ過が続く中ではあったが、
少しずつ通常の活動に戻ってき
た。団体のレベルを維持していく
ため、今後も連携を密にしてい
き、支援を続けていきたい。

A 0 ○

21 3 文化国際課
中学校合唱部
支援事業

I-5 Ⅱ-1 0 0 0 0 ○

2年連続でマドカ合唱祭が中止となったため、岸和田
市内中学校の合唱部が在学中に舞台に立つ経験が
できるよう、8/10に中学校合唱部支援事業を実施
し、無観客ではあるが、舞台で発表する機会を設け
た。（参加　5校　59名）

部員数の少ない学校は、コン
クールに参加するなど舞台で発
表する機会がない。またコロナ
で、マドカ合唱祭が中止になり、
他の合唱部の発表を聞く機会も
ない。

日頃の練習の成果を、舞台で発表で
きる機会を設けるためにも、マドカ合
唱祭の開催が望ましい。

○ ○ 〇 0
中学校合唱部
に案内

0 40

マドカ合唱祭が2年連続中止と
なったための急な企画ではあっ
たが、参加校も集まり、参加され
た方からも好評であった。

S 〇

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

22 3 文化国際課
青少年海外派
遣事業

I-6 0 0 0 ○ 0 0 0
令和3年度は、姉妹都市である米国サウスサンフラ
ンシスコ市（ＳＳＦ）へ青少年を派遣する年であった
が、コロナ感染拡大に伴い、中止を決定。

両市含め青少年が本市の魅力
をいかに伝えるかをテーマに、
事業を企画する際の仕組みづく
り。

この事業を通じて、青少年が国際交流
に積極的に参画するとともに、岸和田
市の文化等の魅力を再発見できる事
業としたい。

0 0 0 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0

学校教育
課・岸和田
市立産業
高等学校

岸和田東ロータ
リークラブ

4,936

令和2年度から続いて、コロナ感
染拡大に伴い事業はやむなく中
止となりました。今後の市の発展
にはこの青少年プログラムの成
長が欠かせない為、次年度に期
待する。

C 0 ○

23 3
産業高校学
務課

高等学校教育
振興事業

I-6 0 0 0 ○ 0 0 0

コロナ感染症終結のめども立たないため、姉妹校交
流を中止。
8月本校デザインシステム科から草木染Ｔシャツ、及
び日本の四季や岸和田だんじり祭りを紹介した巻物
を作成して、漢江メディア高校へ郵送。
12月漢江メディア高校より姉妹交流10周年記念のク
リアファイル及び応援映像のＤＶＤが届く。

コロナの影響で３年間中止に
なったため、希望していた生徒
が交流できず卒業になった。

事業の内容を工夫し充実させて継続 0 0 0 ○ 0 ○ 0 0 0 0 0 0 1,188

コロナ感染防止のため訪問が中
止となっているが、交流が途絶
えないためにも今後の活動方法
を検討中。

B 0 ○

協働した団体

協働した団体
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資料D

  基本目標Ⅱ　輪を広げる

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
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地
域
情
報
紙
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し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

24 3
市民病院（経
営管理課）

ギャラリーでの
作品展示

II-1 0 0 ○ 0 0 0 ○

市民病院の廊下にあるギャラリースペースに就学前
児童が作った美術作品を展示。就学前児童の発表
の機会であるとともに、来院される方々には子どもの
感性が活かされる作品を鑑賞する機会となった。

展示作品入替え時のスケジュー
ル調整

今後も引続き展示を続けていく 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

教育委員
会（各幼稚
園）、子育
て施設課
（各保育
所）

0 0 0

来院された方で、立ち止まって
眺めている姿をよくみる。子ども
の季節に応じたかわいらしい作
品に多くの方が癒されているの
ではと考えられる。

A 0 ○

25 3 自治振興課
平和推進事業
子ども平和映画
会

II-1 0 0 0 ○ 0 0 ○

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、６月実
施予定を11月に延期し実施した。
11月13日に「あした天気になーれ！～半分のさつま
いも～」を上映した。参加人数は143人。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため収容人数
を半分の250人にし、午後1回上映とした。

少子化の影響もあってか、近年
入場者数の減少がみられる。

今後も映画を通じて、児童や保護者に
平和の尊さを再認識していただく事業
の一つとして継続し、平和推進を図っ
ていく。

0 0 ○ ○ 0 0 0 0 ○ 0 0 0 250

参加者数が今後も少子化の影
響で減少すると思われる。これ
からも若い世代に平和推進をし
ていくことが必要である。
令和3年度は新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止のため縮
小して開催。

A 0 ○

26 3 自治振興課
巡回平和パネ
ル展

II-1 0 0 0 0 0 0 ○
市民センター5カ所と市役所新玄関の計6カ所で、「沖
縄戦とひめゆり学徒」に関するテーマとしたパネル展
を巡回した。

市民センターのロビー等に展示
しているため、実際の来場者数
を把握することが難しい。

市民にとって、より身近な施設で開催
することで、多くの市民に鑑賞いただく
とともに、非核平和への意識が高揚し
ていく機会としていく。

0 ○ ○ ○ 0 ○ 0 ○ 0 0 0 0 0

アフガニスタン政権交代に伴う
難民増加や、ウクライナ情勢等
もあり、難民を取り上げたことは
非常に有意義である。

A 0 ○

27 3 自治振興課
平和推進事業
非核平和資料
展

II-1 0 0 0 ○ 0 0 ○

アフガニスタンやパキスタンで支援活動を行っていた
故・中村哲医師の現地活動に関する写真パネル（立
命館大学平和ミュージアム、ペシャワール会から借
用）、平和バスの事業報告、現物資料、戦時中の岸
和田に関するパネル、小・中学生が書いた平和に関
する作品等の展示を予定していたが。新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため中止。

非核平和資料展のテーマに苦
慮している。

市民が「戦争の悲惨さ」や「核兵器の
恐ろしさ」を知り、平和の尊さを認識し
てもらう。

0 ○ ○ ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 0
平和を考える戦
争展実行委員
会

0
1、739

（総額）

最近まで活躍されていた中村哲
医師を取り上げ注目度は上がっ
ていたように思われる。来年度
以降もこれからを担う世代に対
して、平和の大切さを発信してい
きたいと考える。

0 ○

28 3
市民病院
医療マネジメ
ント課

ロビーコンサー
トの実施

II-1 0 0 0 0 0 0 ○
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、年2回
開催のロビーコンサートは中止となる。

入院されている患者様が癒され
る催しをコロナ禍でもできるよう
に検討中。

社会的には、ウィズコロナにおけるイ
ベントの再開が進んでいるが、感染リ
スクの高い患者さんが集うイベントの
実施は困難な状況が続いている。感
染対策を講じた上で、実施可能な方法
も含め検討する。

○ ○ ○ 0 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 0 20 0 ○

29 3
人権・男女共
同参画課

人権を守る作品
展開催事業

II-1 0 0 0 ○ 0 0 ○

12月の人権週間に向けて、「人権尊重」をテーマにし
た作品（ポスター、標語）を募集して、入選作品を12
月に「人権を守る作品展（会場：マドカホール）」で展
示するほか、１月、２月に「人権を守る作品展巡回展
示（各市民センター）」で展示。マドカホールでの来場
者は令和３年度は1,158名。

子どもは学校を通じて多数出品
されるが、市民の作品応募が少
ない。

引き続き作品展を開催することによ
り、人権啓発が図られる。
作品応募について、市民協議会人権
部会への案内を実施する。

○ ○ ○ 0 0 ○ ○ 0 ○
人権協会や人
権啓発企業連
絡会に周知

人権教育
課

岸和田市人権
協会

128

作品の制作に取組んでいただ
き、またその作品を展示し市民
の方々に見ていただくことで、
様々な「人権」に触れ、大切さな
どに気づくきっかけづくりとなって
いる。

A 0 ○

30 3
人権・男女共
同参画課

男女共同参画
センター・大宮
地区公民館合
同まつり事業

II-1 II-5 II-6 ○ ○ ○ 新型コロナ感染防止対策のため、開催なし
事業の内容を工夫し、より多くの参加
者を呼び込めるようPR方法を工夫し、
地域を含めた館の活性化を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ なし
大宮地区市民
協議会

0 33 ○

31 3 生涯学習課
公民館まつり事
業

II-1 I-2 0 0 0 0 0 ○ 令和3年度対象事業実施なし。(ミニ発表会を実施）
公民館利用者の高齢化等の理
由から、役員の担い手や登録団
体の減少が課題である。

実行委員会形式で当課が事務局とな
り協働して開催していく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 0 31

コロナ禍において、集客が難し
かったが、ミニ発表会を実施。公
民館活動団体の発表の機会と
なった。

B 0 ○

32 3 生涯学習課
フレンドシップコ
ンサート事業

II-1 I-5 0 0 ○ 0 0 ○

青少年音楽団体の研鑚と交流を図り、地域の音楽
活動を推進するとともに、青少年文化の向上を図る
ことを目的とし、6月に浪切ホールにて開催している。
参加団体（市内の学校や青少年による吹奏楽・合唱
グループ等）で構成する実行委員会が企画・運営を
行っている。
参加団体を募集したが、最終的に新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響を受け中止。

実行委員会による自主的、主体
的な企画・運営を目指している
が、団体の役割分担の調整が
必要。

より一層、参加団体が主体となり、企
画・運営ができるようにしていく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 0 なし
フレンドシップコ
ンサート実行委
員会

580

実行委員会形式で運営すること
により、青少年と成人それぞれ
の活動団体の交流となり、青少
年にとっては、未来の活動の支
えとなっている。

C 0 ○

33 3 文化国際課

文化の日祝典
記念絵画展「未
来へつなぐ贈り
物」

II-1 ○

『文化の日祝典記念絵画展「未来へつなぐ贈り物」』
と題して過去に寄贈された絵画37点を展示。234名
が来場。

寄贈された美術品の維持管理と
活用

寄贈いただいた絵画等を公開する機
会を増やしたい。

○ ○ ○ ○ 162

「未来へつなぐ贈り物」展を開催
し、寄贈いただいた貴重な作品
を公開することができたのは良
かった。

A 〇

34 3 文化国際課 マドカ合唱祭 II-1 II-5 0 0 ○ 0 0 ○

市内各所で活動している合唱の団体に、発表の場を
提供するとともに他団体との交流を促進し、合唱活
動を盛んにする。また、オープニングには一般の個
人が参加できる機会を設けている。令和3年度は、第
1回実行委員会を実施したが、参加団体を募集する
前に、緊急事態宣言発令により、中止を決定。

事業のPR、観客マナーの向上、
出演者の高齢化への対応。7月
下旬開催のため、暑さ対策が課
題。台風など自然災害時のシュ
ミレーションが必要。

事業の内容を工夫、充実していき、合
唱祭の活性化を図る。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 ○ ○ 0 なし
マドカ合唱祭実
行委員会

121

事業の運営に関しては、実行委
員会形式をとり、協議しながら内
容を決めている。委員、また参
加団体の意欲を高めていくた
め、仕組みづくりの強化が必要。
コロナ感染の対策をとりながら
実施できる方法を模索中。

B 0 ○

35 3 文化国際課 岸和田市市展 II-1 0 0 0 0 0 0 ○

美術に関する分野（洋画・染織・陶芸・書・日本画・写
真・俳画）の公募展を行い、その審査結果を踏まえ
て、毎年11月に受賞作品のみを集めた展示会を行っ
ている。令和3年度は、開催直前に緊急事態宣言が
発令され臨時休館となったため中止を決定した。
委員会を12月に行い、作品解説の中止と搬出時間
を指定するなどの感染対策を講じた令和４年度の市
展の開催を決定。

高齢化に伴う作品と来館者の減
少。若い世代の出品数が少な
い。
将来的に部門を増やすこと、開
催の組み合わせを考えなければ
ならない。

若い世代への出品をひろげるべく、作
品規格の見直しや募集要領の配布
先、他の部門の創設を考えていく。

○ ○ ○ 0 0 ○ 0 ○ ○ 0 0 市展委員会 326 1,619
感染症拡大防止の為に市展は
中止になったが、次年度に向け
て取り組む。

B 0 〇

協働した団体

4



資料D
文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

36 3 文化国際課
岸和田市文化
祭

II-1 0 0 ○ ○ 0 0 ○

自主的に岸和田市民が行う文化活動の成果を発表
する機会をつくり、発表者と鑑賞者相互の交流を深
めることにより、文化活動に対する意識の高揚と、文
化の振興を図ることを目的とする。展示部門：参加申
込19団体・出品者数4,486人、舞台部門・参加申込22
団体（内3団体辞退）・出演者数895人、来場者総数
14,831人

参加者が学生と高齢者で２分化
されており、中間層の参加が少
ない。

引き続き、教育委員会と連携して、幼
児や小中学生の参加を継続していく。
中間層の参加を促すために、後継者
の育成が必要。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○
プログラムの町
会への全戸配
付

教育委員
会

文化祭実行委
員会、文化祭サ
ポーター

2,112 0

昭和23年から続いている文化祭
は、市民の文化活動の成果を発
表する場として定着している。参
加団体は感染対策に慣れ、前回
より参加団体も増え、安全に発
表を終えることができ、本事業は
コロナ禍での文化振興に寄与で
きた。また、実行委員会事務局
の活躍で、新たにダンス部門が
できて、中間層の参加が増え
た。

A 0 ○

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

37 3 福祉政策課
介護予防事業
【高齢者趣味の
作品展事業】

II-2 II-7 0 0 0 0 ○ 0

高齢者（岸和田市内に在住する概ね60歳以上の者）
の豊かな経験と知識を活かし、生きがいや文化水準
の向上、社会参加の促進を図るため、趣味の作品
（短歌、俳句、川柳、俳画、書、陶芸、写真、絵画、手
芸）を募集し、11月10日～12日の3日間、南海浪切
ホールにて展示を行っている。

限られた予算での事業のため、
展示会場の設営準備作業等を
外注できず、苦慮している。

更なる世代間交流（特に若い世代）を
図れるよう、事業内容を工夫、充実し
ていく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0 0 450
幅広く認知された事業であり、継
続していくことが必要。

A 0 ○

38 3 福祉政策課

介護予防事業
【生きがいと健
康づくり推進事
業】

II-2 II-7 0 0 0 0 ○ 0
高齢者（市労連に加入する単位老人クラブを対象）
の社会活動や地域活動、スポーツ・文化・娯楽活動
等の健康増進活動の促進を図っている。

趣味の多様化のため、一部で
は、限定された参加者での活動
となっている。

主体的に活動する人員への支援、育
成及び世代間交流を図る。

○ ○ ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0
市老連及び単
位老人クラブ

1,749 1,241

コロナ禍のなか、感染拡大防止
のため一部活動中止となる影響
もあったが、各単位老人クラブに
おいて創意工夫を図り実施して
いる。

A 0 ○

39 3
障害者支援
課

地域生活支援
事業（ふれあい
作品展）

II-2 0 0 0 ○ 0 ○ 0

障害者週間において、障害児（者）の作品を展示す
る作品展を開催し、障害児（者）への理解を市民に広
めるとともに、障害児（者）の社会参加の機会を広げ
ることを目的としている。
参加者（出品者）数…（児）754人、（者）11人

休日に開催してほしいとの要望
がある。

作品展示等は、新型コロナウイルス感
染症対策を徹底し例年通り実施予定
とする。（但し、感染拡大状況により開
催方法の変更或いは中止を検討す
る。）休日開催の要望については今後
検討していく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 ○ 0 なし
（作品を出品す
る）市内小・中学
校、支援学校

231 0

作品展は本課が企画・運営して
おり、展示の際は本課職員、出
展学校の職員や出展する障害
者が協力し、円滑に展示できて
いる。

A 0 ○

40 3 図書館
障害者サービス
事業

II-2 0 0 0 0 0 ○ 0

声の新着図書案内の制作・配布、岸視協だより原稿
作成、録音図書作成依頼、予約、取寄、貸出、国立
国会図書館視覚障害者等用送信サービスへの提
供、宅配。対面朗読。

サービスの周知
医療機関などへの広報を通じ、必要と
している方への情報提供

0 0 ○ 0 ○ ○ ○ 0
社会福祉
協議会

岸視協、点訳ボ
ランティア、朗読
ボランティア

260

国立国会図書館障害者等用送
信サービスにデータ提供を始め
たことで録音図書のダウンロード
利用が拡大した。

A 0 ○

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

41 3 文化国際課 文化の日祝典 II-3 IV-2 0 0 0 0 0 ○

１１月３日文化の日に、本市の文化教育の振興に貢
献した方々の功績をたたえ、祝典を開催。１部では
功績のあった方々への表彰式、２部では関係者以外
も鑑賞できる記念コンサート「新しい日本語訳で楽し
むオペラ名曲コンサート」を開催。１部出席者数180
人、2部入場者数136人。

祝典を広く周知するため、一般
の方も関心を持てるような記念
事業の企画が必要。

市展の中止及び入場制限をかけての
開催となったため、例年に比べて入場
者が少なくなっているが、徐々に開催
できる事業が増えてきているため、以
前のような祝典が開催される日も近い
と考える。

0 0 ○ ○ 0 ○ 0 ○ ○ 0
教育委員
会

岸和田文化事
業協会

321 0

２部では、若手声楽家による日
本語訳のオペランサートを行っ
たが、コロナ禍で生歌のコン
サートが減っているなかでの開
催であり、多くの市民に楽しんで
いただくことができた。

A 0 ○

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

42 3 文化国際課
文化団体支援
事業

II-4 0 0 0 0 0 0 ○

特定のジャンルに限らずに包括的な取り組みをして
いる岸和田市文化協会、岸和田文化事業協会の活
動を支援し、多くの市民が参加できる取り組みを協
同して推進している。

後継者となる若い世代の育成が
必要

各文化団体の特色を生かした活動を
今後も継続し、団体の活動内容を広く
知ってもらう。

○ ○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 0 2,300 90
コロナ禍においても、感染対策
を講じて開催する団体の活動の
一部ではあるが支援できた。

A 0 ○

協働した団体

協働した団体

協働した団体

協働した団体
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資料D

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
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～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦
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害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
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表

鑑
賞
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その他
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しわ
だ・
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そ
の
他
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地
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情
報
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類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

43 3 図書館
ブックフェスタ事
業

II-6 Ⅲ-5 ○ ○ ○ ○

まちライブラリー、公共図書館、書店など「本がある
場所（ブックスポット）が協力し、それぞれの場所で本
にまつわるイベントを開催する。
岸和田ブックフェスタ　８企画　58名参加

特になし
図書館に限らず、今後も他の施設や
地域でも開催し、相互にゆるやかな交
流を深められるような展開を目指す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブックフェスタ実
行委員会

企画ごとの参加は少ないが、そ
の分、関心のあるテーマを深く
掘り下げることができるので、参
加者全員が楽しめる場となって
いる。企画やチラシ等の準備な
ども少ないため、事務局としての
負担なく継続できる。

A ○

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

44 3
八木市民セ
ンター

学級講座等運
営事業

II-7 Ⅰ-2 II-1 ○ ○ 0 ○ ○

定期（5講座）、短期（10講座）および女性学級を開
設・運営した。昨年に続き、新型コロナウイルスの影
響で公民館まつりが中止となる中、館独自で発表の
場を設けるなど、登録団体等と協働しできる限り催事
の実行に努めた。

短期講座については、募集方法
を電話や直接来館のうえ先着順
としたが、複数同時に受付し、窓
口が混乱した。

メールなどを利用した応募方法も検討
する。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○
生涯学習
課

登録団体 857 576

コロナ渦で行動が制限される
中、ストリートアートやストリート
ピアノなど、通りすがりに気軽に
楽しめる催しが好評であった。

B 0 ○

45 3
山直市民セ
ンター

学級講座等運
営事業

II-7 II-1 I-2 ○ ○ 0 ○ ○

公民館の主催講座においては、受講者アンケート等
を実施し、生涯学習課と調整を図り、市民のニーズ
に合う講座や時代の変化に対応する講座、学級を開
設した。

魅力ある講座開催に努めるも、
コロナ禍では内容に制限があっ
た。

講座受講後に自主的な学習活動が継
続できるような事業運営。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 ○
地元町会
自治会回覧

生涯学習
課

公民館登録クラ
ブ等

600 610
主催事業である定期講座の見
直しを図り、新しい利用者拡大
に繋げた。

A 0 ○

46 3 図書館
図書館まつり開
催事業

II-7 0 0 ○ ○ ○ ○ ○

令和3年度の図書館まつりは、11月21日(日）に開催
した。今回も新型コロナウィルス感染対策を考慮しつ
つ、本のリサイクル市をはじめ、川柳展、上映会など
を行った。参加者は550名であった。

メンバーの高齢化による体力的
問題とスタッフ募集の拡充。

図書館内だけの事業だけでなく、市全
体にむけたイベントの参加やPRの拡
充。スタッフそれぞれが自主的に活動
できるしくみづくりが今後の目標であ
る。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 なし

岸和田市図書
館友の会、岸和
田みんなの図書
館を考える会、
若葉読書会等

図書館まつりの新たなボランティ
アスタッフの参加で、今後のビ
ジョンに沿った活動が期待でき
る。メンバーの絆も深まり自主的
な活動が生まれ、これからの図
書館運営に連携した取組ができ
ることが目標である。

A 0 ○

47 3 図書館
友の会支援事
業

II-7 ○

運営委員会（毎月１回）
各教室、（文章、詩、短歌、俳句、岸和田再発見（毎
月１回）
総会の開催、図書館まつり（本のリサイクル）、文学
歴史散歩、
公開講演会の開催３回、友の会ニュース（年２回）の
発行、「図書館から岸和田ルネッサンス１１号」発行

会員の固定化・高年齢化 広く市民が参加できる活動 ○ ○ ○ ○ ○ 68
後方支援に努め、自主性を重ん
じた。

A ○

48 3 図書館
読書会支援事
業

II-7 0 0 0 0 ○ 読書会への本の提供
読書会の減少とメンバーの高齢
化

若葉読書会の図書館友の会への統合 ○ 0 0 0 0 0 ○ 0
若葉読書会　星
和台読書会

予算執行の上で人数分の冊数
の複本の用意が難しい。

B 0 ○

49 3
東岸和田市
民センター

学級講座等運
営事業

II-7 Ⅱ-1 Ⅰ-2 ○ ○ ○ ○

市主催の定期講座は成人対象の「ワンストロークペ
インティング」を開催し年間122名の参加。小学生対
象の「キッズフラワー」は年間74名の参加。短期講座
として「たのしい紙粘土」を5回開催し延べ40名の参
加があった。
今年度も緊急事態宣言発令による臨時休館や主催
事業の中止を受け、ミニ発表会（展示・発表）は実施
できなかった。

限られた予算の範囲で、コロナ
禍でも実施できる講座や事業な
どを検討する。

事業内容を見直し、自主的な学習活
動への支援を継続する。活動団体と
連携を図りながら事業運営を行ってい
く。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 ○ 0
生涯学習
課

公民館活動登
録団体

486 685

昨年度に引き続き、コロナ感染
対策を取りながら、利用者の
ニーズに応じた事業運営につい
て検討する。

B 0 ○

50 3 生涯学習課

学び舎プログラ
ム 学び舎ネット
ワーク
（市立）

II-7 ○

市内５か所の市民センターと市立公民館を拠点と
し、全世代を対象とした講座及び地域の人材育成に
関する講座・イベントを実施する。市立公民館では
「チャンネル登録者数10万人越えあの人気YouTuber
がやってくる！『YouTuber虎の巻』」を行った。職業
YouTuberから華やかな面ばかりでなく、楽観的な考
えでは成功することは難しくYouTuberの仕事としての
苦悩について解説してもらった。（大人10人、子ども
19人参加）

公民館事業を知ってもらうため
に集客を見込める事業を行う必
要があるが、事業費が低額のた
め有名な講師になかなかお願い
できない。

全世代を対象とした、公民館を広く
知ってもらえる活動を行っていく。

○ ○ ○ ○ 110

YouTuberという１つの職業を題
材に将来の自分の職業選択の
幅を広げるためにも、学校学習
の大切さに気づいてもらうきっか
けの場となった。

S ○

51 3 生涯学習課

学び舎プログラ
ム 学び舎ネット
ワーク（分館） II-7 ○

市内５か所の市民センターと市立公民館を拠点と
し、全世代を対象とした講座及び地域の人材育成に
関する講座・イベントを実施する。市立公民館分館で
は「みんなでタイムスリップ『日本唯一の曲独楽＆獅
子舞』」を行った。”和洋折衷、こまパフォーマンス”と
いう日本唯一の曲芸家と獅子舞＆和もの曲芸師の
大道芸を楽しみながら、世代間、地域間の交流をお
こなった。（大人37人参加）

公民館事業を知ってもらうため
に集客を見込める事業を行う必
要があるが、事業費が低額のた
め有名な講師になかなかお願い
できない。

全世代を対象とした、公民館を広く
知ってもらえる活動を行っていく。

○ ○ ○ ○ 100

”和洋折衷、こまパフォーマンス”
という日本唯一の曲芸家と獅子
舞＆和もの曲芸など日本の伝統
曲芸を楽しみながら、世代間、
地域間の交流をはかった。

S ○

52 3 生涯学習課

学び舎プログラ
ム まちづくり実
践プロジェクト II-7 0 0 0 0 0 ○

令和3年度対象事業実施なし。
岸和田市が抱える地域課題等を解決するための事
業の実施について委託業務を行う。

プレゼンテーションに参加する団
体の減少

事業の見直しを行い、市民が参加しや
すい内容に工夫する。

○ ○ ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 500
コロナのため、プレゼン実施でき
ず

0 0 ○

協働した団体

協働した団体
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資料D

    基本目標Ⅲ　まちの魅力を高める

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

53 3
丘陵地区整
備課

お茶畑再生プロ
ジェクト事業

III-1 I-3 ○

内畑町にてかつて栽培されていたお茶畑を地元の
小学生（山滝小学校）とよみがえらせるプロジェクト。
㈱伊藤園を講師に迎え、1年生はお茶についての講
義を受けチャノキを鉢に植える。2年生は鉢植えから
お茶畑へ移植する。6年生は茶葉の加工を体験す
る。

お茶畑の管理及び拡充。
本プロジェクトを引き続き行いながら、
関係団体と協議し、内容について工夫
していく。

○ ○ ○

ゆめみヶ丘岸和
田まちづくり協
議会・株式会社
伊藤園

360 0

コロナ感染対策を行い、事業を
完遂した。
かつて地元で行われていたお茶
の文化に触れる機会として貢献
した。

A ○

54 3 観光課
岸和田城管理
事業

III-1 III-4 0 0 0 0 0 ○

指定管理者の自主事業で風鈴飾りや犬走公開イベ
ントを実施し、魅力を向上させることに取り組んだ。
また、天守閣望楼においては、岸和田城ウエディン
グを通年実施している。

利用者数が伸び悩んでいる。
施設設備の老朽化が顕著であ
る。

天守閣の耐震及び活用について、昨
年度設置した委員会で、今後の計画を
策定する。

0 0 ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0
水とみどり
課・郷土文
化課

岸和田市観光
振興協会

32,306

岸和田城は、本市のシンボルで
あり歴史・文化・観光の拠点とし
て位置づけられており、関係機
関とも連携し、岸和田城の付加
価値を高める取り組みを行って
いく必要がある。

B 0 ○

55 3 観光課
城周辺整備計
画推進事業

III-1 0 0 0 0 0 0 ○

石畳と淡い街灯まちづくり支援事業により整備された
岸和田城周辺地区において、お城まつりなどのソフ
ト事業を実施することで、交流人口の増加による賑
わいの創出に取り組んだ。

次期岸和田城周辺整備計画の
策定

ソフト事業を継続実施するとともに、次
期計画の策定については、市庁舎建
替えの方向性がある程度見極められ
た段階で検討していく。

0 0 ○ ○ ○ ○ 0 0 0
水とみどり
課、郷土
文化課

岸和田市観光
振興協会

289
市庁舎建替えの方向性が示され
たことにより、休止していた本計
画も再開していく。

B 0 ○

56 3 郷土文化課
郷土資料等展
示事業

III-1 III-2 0 0 0 0 0 ○
岸和田城展示室において、郷土の歴史・文化を主
テーマとした展示を実施。常設展に加えて、年3回の
企画展を開催。

展示内容の充実化

来場者に対して本市の歴史・文化を紹
介することで、文化財を通じて本市の
魅力を周知し、郷土愛を育む活動を行
う。

0 0 ○ 0 0 ○ ○ ○ ○ 0 0 0 7,399

来場者の増加のために、理解し
やすい説明キャプションを作成
する等、工夫を行った。また、事
業の充実を図るため、より一層
の周知をしていく必要がある。

A 0 ○

57 3 郷土文化課
郷土文化普及
事業

III-1 III-2 0 0 0 0 0 ○

市指定天然記念物夜疑神社社叢に説明板を設置。
市民センターで地元に特化したパネル展の開催や出
前講座を実施。
当課所管資料のデータ化等。

設置した説明板の周知。
身近な地域での講座等の拡大・
充実。
データ化の拡充。

身近な地域での講座開催や説明板を
設置することにより、歴史文化財を周
知し郷土愛を育む。
資料の安定的な維持管理、活用の効
率化を図る。

〇 〇 〇 0 ○ 0 0 ○ 0 0 0 3,887

市民センターで当地域の文化財
発掘に関するパネル展や歴史に
関する出前講座を開催できたこ
と、また説明板を設置できたこと
は地域住民へ広く文化財を周知
できた。
データ化を実施し資料活用の効
率化を図れた。

A 0 ○

58 2 郷土文化課
岸和田市地域
文化財総合活
用推進事業

III-1 III-2 ○ ○

令和3年度は、文化庁の地域文化財総合活用推進
事業補助金の交付を受けて、春木地区松風町、八
木地区池尻町のだんじり用具の修理を行った。あわ
せて後継者育成事業も実施する予定であったが、感
染症拡大のため後継者育成事業に関してはほとん
ど実施できず。

補助金の交付額が、補助額ベー
スで一行政団体で1000万円の
上限がある

事業団体から要望があれば今後も支
援していく

○ 町会周知 なし

春木地区松風
町
八木地区池尻
町

感染症拡大のため事業縮小と
なったものもあったが、今後も継
続していきたい。

B ○

59 3 郷土文化課
文化財保存支
援事業

III-1 III-2 0 0 ○ 0 0 ○

主に、民俗文化財の継承、保存のための補助金の
交付。
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、事業が２件中止となる。

後継者の育成
指定文化財が後世へより良い形で継
承、保存していけるように、保存会並
びに所有者への支援を継続していく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 0 0 0 158
今後も保存会、所有者との連携
の強化、保護に努めたい。

B 0 ○

60 3 郷土文化課
濱田青陵賞事
業

III-1 III-2 0 0 0 0 0 ○

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、無観客での授賞式・記念シンポジウムを
行った。並行して、Youtubeでの動画生配信を行い、
自宅にて観覧を可能とした。動画再生回数は600回
を超えるため、通常の有観客開催より多くの方にご
らんいただくことができた。

事業の周知方法。

考古学の学術文化賞では最高位の賞
であり「考古学の芥川賞」と呼ばれる
賞として認知度、ネームバリューを活
かした観客のさらなる裾野の拡大を目
指す。

0 ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ ○
朝日新聞の紙
面

0
朝日新聞大阪
本社生活文化
部

2,348

あたらしい開催形態を模索して
おり、濱田青陵賞運営協議会で
Youtubeチャンネルを開設し運営
するなど、新しい開催形態を提
示、運用できた。

A 0 ○

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

61 3 観光課
だんじり会館指
定管理事業

III-2 0 0 0 〇 0 0 ○

提灯の絵付け体験やミニだんじり工作、彫り師によ
る実演（入館者332人）などだんじり文化をＰＲするイ
ベントを実施。新型コロナウイルス感染拡大の影響
で数が少なくなったが、だんじり祭に関わる文化の発
信に努めた。

入館者数の停滞
施設設備の老朽化

指定管理者と連携し、全国的に知名
度のある「だんじり」という他にない資
源を最大限に魅力発信し、年中通じて
活用できるブランド化に取り組む。Ｒ５
年の開業30周年に向けてリニューア
ルを検討する。

0 0 ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0 0
岸和田市観光
振興協会

63,717

新型コロナウイルス感染症の影
響により、例年行っているだんじ
り文化に関するワークショップや
展示の開催数が減少したが、引
き続き取り組んでいく。

B 0 ○

62 3 観光課
だんじり祭支援
事業

III-2 0 0 0 0 0 0 ○
令和3年度だんじり祭は誘客をせず規模が縮小され
たため、観覧を防止するフェンスの設置などを行っ
た。また、だんじり保存会への補助金を支出した。

観光客の一極集中化
ゴミ・トイレ・駐車場などの受け入
れ環境の整備

観光客の受け入れ体制を整えるととも
に、だんじり祭を側面・後方から支援
することによって、明るく楽しい市民の
祭にしていく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0 0

岸和田市観光
振興協会、岸和
田地車祭保存
会、祭礼各団体

33,665 6,775

伝統的地域文化の継承を図ると
ともに、市民はもとより観光客に
気持ち良く楽しい祭と感じてもら
えるよう、関係団体とも連携し、
祭の一層のブランド力の向上を
目指す必要がある。

B 0 ○

協働した団体

協働した団体
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資料D

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

63 3
丘陵地区整
備課

岸和田グリーン
ビレッジ構想推
進事業

III-3 ○

本事業では都市・農・自然が融合したまちづくりを推
進しており、事業の一環として丘陵地区に生息する
フクロウをシンボルとして里山環境の再生保全を目
的としてフクロウの森再生プロジェクトを実施してい
る。自然エリアでは良好な里山環境の保全と創出を
目指している。

広報活動の強化
継続してイベントを実施することによ
り、市民の自然への関心を高める。

○ ○ ○
ゆめみヶ丘岸和
田まちづくり協
議会

492

イベントを通じて、取組みの趣旨
を伝えることには一定の効果が
あった。今後は市主導の運営体
制から協議会主体で取組みを進
めてもらえるような組織体制の
構築が必要。

A ○

64 3
廃棄物対策
課

まちを美しくする
市民運動推進
事業

III-3 II-1 I-5 〇 〇

まちの美化、青少年の健全育成、緑の保全及び推
進について標語・ポスターを募集。標語188点、ポス
ター382点の応募があり、標語20点、ポスター30点を
入選作品とし、表彰及び展示を行った。

特段なし
市内各校から広く応募できるように工
夫しながら、応募数が増えるようにした
い。

〇 〇 〇 〇
各学校に応募
依頼文書を送
付

まちを美しくする
市民運動推進
協議会

153

市内の各団体で組織されている
協議会の取り組みが理解され、
市民に広がることを期待するた
めには有意義な事業であると認
識している。

A 〇

65 3 環境保全課 環境保全事業 III-3 0 0 0 0 0 0
きしわだ環境フェア2021の開催
新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため開催
を中止した。

環境保全に取り組んでいる団体
を把握すること。開催地の選定。

環境に対する市民意識の高揚を促す
ため、今後も多岐にわたる分野での啓
発を実施したい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ○

66 3 環境保全課
自然環境保全
事業

III-3 0 0 0 0 0 0 ○

里山保全のボランティアに関心のある人に対し、里
山及び里山保全活動に関する知識及び技術の基礎
を講習することで、里山保全活動の担い手を育成し
た。
申込者数 21人

講座申込者数のバラツキがあ
る。広報きしわだ等の募集につ
いて工夫が必要である。

里山保全活動の担い手が増え、活動
の活性化を目指す。

0 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 0
NPO法人　神於
山保全くらぶ

274

ほぼ計画どおり講座は開催され
た。
引き続き事業を継続することで、
里山保全活動の担い手が増え、
活動の活性化が推進すると思わ
れる。

A 0 ○

67 3 都市計画課 景観形成事業 III-3 0 0 0 0 0 0 ○

住み良い文化的で潤いのある美しいまちを創出する
ため、岸和田らしい景観を保全形成を目指す啓発事
業の取組の１つとして、こころに残る景観資源発掘プ
ロジェクトを実施。令和3年度は、「眺望景観」につい
て、応募件数50件の中から、まちかど審査（市内9か
所延べ1132人）により9箇所を景観資源として指定
し、PRを実施。

発掘した資源を広く周知し、市民
の景観に対する意識や地域へ
の愛着の向上を図る。

様々な情報ツールを活用して、広報を
強化するとともに、観光・教育や環境
部局との連携を図り、幅広い年齢層へ
の啓発を図っていきたい。

0 0 ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○
テレビ岸和田番
組表（Vision)

各市民セ
ンター、図
書館、産
業高校学
務課

和歌山大学、観
光ボランティア
協会、商工会議
所、テレビ岸和
田

887 362

応募件数は開催年度によってば
らつきがあるが、まちかど審査
は周知されてきており、今後も啓
発に努めたいと考えている。

A 0 ○

68 3 都市計画課
景観形成推進
事業・公共サイ
ンガイドライン

III-3 ○

市内で掲出されている公共サインの多くは、備えな
ければならない機能が不十分であり、景観にも大き
な影響を及ぼすことから、公共サインのルールとなる
岸和田市公共サインガイドラインを令和2年度に策
定。本ガイドラインは各施設管理者が理解し運用を
行うもので、庁内及びその他の公共機関に呼びかけ
を行った。

公共サインを設置する際には景
観に配慮したデザイン・数量・大
きさとし、安全に配慮した定期的
なメンテナンスを行うことが必要
である。

本ガイドラインは各施設管理者が理解
し運用を行うものであるため、今後も
庁内及びその他の公共機関に呼びか
けを行っていく。

○ ○
公共サイ
ンを設置し
ている課

岸和田市景観
審議会、岸和田
市環境デザイン
委員会、大阪府

0 0

関係課から設置の計画段階で
相談をいただき、ガイドラインに
基づく設置と管理をしていただい
ている。

B ○

69 3 都市計画課
街づくり支援事
業

III-3 0 0 0 ○ 0 ○ ○

日常生活の中で誰もが利用する「駅」周辺を、地域
住民を含めた関係者（鉄道・バス事業者、商店街、
学校等）と行政が協働して「美しく個性がきらめき、魅
力ある空間に再生」し、まちの活性化につなげていく
プロジェクトを実施している。毎年4月に「ハンキング
バスケット講座」、5月に「ガーデニングショウ」で展示
し、駅周辺の活性化を促進しているが、講座はコロ
ナ禍で中止とし花苗資材の配布のみで実施、ショウ
は緊急事態宣言発令のため駅前展示を中止とし参
加者自宅展示および市HPでの写真公開に変更し
た。

地域住民の参加者の高齢化が
進んでおり、世代交代を進める
必要がある。また、運営資金が
減少してきている。

地域住民へのＰＲをより行い、参加者
の世代交代を進める。市民団体等と
運営資金等についても話し合いなが
ら、地域住民の交流の促進や、駅周
辺の活性化を進めていく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0
東岸和田
市民セン
ター

旭・太田市民協
議会、旭校区連
合町会、太田校
区連合町会、リ
ハーブ全体管理
組合、大阪府岸
和田土木事務
所

100

ハンキングバスケット講座では、
地域住民同士の交流を促進し、
また、小中学生達の文化事業の
充実にも寄与している。ガーデニ
ングショウでは駅周辺の活性化
に寄与し、毎年楽しみにしている
住民も多くいる。

A 0 ○

70 3 都市計画課
歴史的景観保
全支援事業（家
屋修景助成）

III-3 0 0 0 0 0 ○
住みよい文化的で潤いのあるまちを実現するため、
歴史的まちなみ保全地区における家屋修景に対して
支援を実施。

建築基準法の形態規制を遵守し
つつ、本町の歴史的まちなみの
特徴を備えた建築物に調和させ
ることが困難な状況にある。

歴史的まちなみやこれと一体となり歴
史的景観を形成している環境を保全
し、住みよい文化的で潤いのあるまち
を実現するため、歴史的まちなみ保全
地区において家屋修景への支援を継
続して行う。

0 0 ○ 0 ○ 0 0 0 0 なし
歴史的町並み
保全基金運営
委員会

11,254 0

歴史的まちなみ保全地区におい
て家屋修景を行うことにより、歴
史的景観を形成している環境を
保全し、住みよい文化的で潤い
のあるまちの実現に寄与してい
る。

A 0 ○

71 3 都市計画課
歴史的景観保
全支援事業（団
体活動支援）

III-3 III-5 0 0 0 0 0 ○

住みよい文化的で潤いのあるまちを実現するため、
歴史的まちなみ保全地区において景観啓発に寄与
する団体（本町のまちづくりを考える会）の活動に対
して支援を実施。考える会は様々な活動を行ってい
るが、令和3年度は、“おもてなしの心”を盛り込みな
がら、歴史的なまちなみに合わせて案内板や掲示板
を設置する案内板・掲示板プロジェクトや、まちづくり
の館で季節に合わせた手作りの飾り付けを行う歳時
記プロジェクトを実施した。

支援している団体における役員
の高齢化が進んでおり、世代交
代を模索している。

自主運営を基本としつつも、担い手育
成や世代交代に関する情報を収集す
るなど、きめ細やかな情報提供を実施
すべき。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 なし

本町のまちづく
りを考える会、
歴史的町並み
保全基金運営
委員会

100

対象団体の支援を実施すること
により、歴史的まちなみ保全地
区における景観啓発が実施さ
れ、住みよい文化的で潤いのあ
るまちの実現に寄与している。

A 0 ○

72 3 郷土文化課
自然資料館普
及・展示事業

III-3 0 0 ○ ○ 0 〇 ○

身近な自然の多様さを学び、郷土の自然と自然保護
への理解を深め、地球環境や自然史科学について
の関心を高めるため、野外観察会や室内講座、展示
等の事業を多数実施した。来館しづらい状況下での
自然学習の機会を創出するため、新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用したオン
ライン事業や配信動画の作成に取り組んだ。

学校園との連携強化
オンラインを活用した行事、出前
授業等の継続
子育て支援等の社会的課題解
決につながる取り組み

事業内容の質的向上および就学前児
童向けプログラムの充実を継続し、自
然環境や科学技術、博物館、SDGsに
市民の関心を得るよう取り組む。

○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0

図書館、
産業政策
課、生涯
学習課、
春木市民
センター

近隣博物館、
NPO大阪自然
史センター、きし
わだ自然友の会
等

7,627 64

前年に引き続き臨時休館や普
及・展示事業の縮小を余儀なくさ
れたが、オンラインを活用したイ
ベントや出前授業など、新しい形
態での事業展開に取り組んだ。

A 0 ○

協働した団体
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資料D

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

73 3 企画課
市制施行100周
年記念事業

III-5 ○
令和３年度は、プレ事業として、市民を対象にカウン
トダウン事業の参加者を募集し、実施した。

事業への市民の参加率が低い

市広報紙だけではなく、SNS等を活用
し、するとともに、実行委員会とも連携
を図り、周知・広報活動に力を注いで
いく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岸和田市市制
施行100周年記
念事業実行委
員会

3,235 1,211

プレ事業として、カウントダウン
事業の参加者を募集した。当初
は、参加者が少なく苦労したが、
滞りなく実施できている。
今後、庁内外において、引き続
き記念事業が実施されていく
が、より多くの市民の方に参加し
ていただけるよう周知・広報活動
にさらに力を入れていく。

A ○

74 3 企画課
中心市街地活
性化事業

III-5 0 0 0 0 0 0 ○

岸和田市中心市街地活性化基本計画に沿って、各
種事業を推進している岸和田TMO（商業まちづくり機
構）、商工会議所等との共同事業として開催するイベ
ントへの参画。

岸和田TMOとの関わり方や、部
会事務局としての役割について
整理が必要。

関係各課と連携し、中心市街地の活
性化が図れるよう支援していく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0
産業政策
課・都市計
画課

岸和田商工会
議所

0
（TMO支援
事業として
産業政策
課の支援

各種事業について、庁内関係部
局と連携しているところではある
が、より効果的な取組を実施す
るため、更なる連携強化が必
要。

A 0 ○

75 3 広報広聴課
シティセールス
推進事業

III-5 0 0 0 0 0 ○

ＳＮＳを活用した市の魅力発信を目的として、市内外
問わずインスタグラムユーザーを対象にインスタグラ
ム上で「第4回きしわだフォトコンテスト」を実施。応募
件数350件。

フォトコンテストの応募件数が少
なくなってきている。

フォトコンテストに応募してもらえるよう
に、周知方法の検討や応募意欲をか
きたてるような仕組みが必要。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 0 43 0
計画どおりに事業を行うことはで
きたが、多くの方に応募していた
だけるような工夫が必要である。

A ○

76 3 自治振興課
市民活動団体
支援事業

III-5 0 0 0 ○ 0 0 ○

市民フェスティバル
・中央公園にて開催。参加団体に模擬店、展示、フ
リーマーケット、地場産業振興等の場を提供し、岸和
田市民相互のふれあいの場とし、市民参加の祭りの
場として豊かで暮らし良い町づくりに寄与し、地場産
業振興に貢献することを目的とする。
令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、中止

事業を運営している実行委員会
メンバーの高齢化が進み、担い
手の育成が必要。

事業の内容を工夫や充実させ、市民
フェスティバルの活性化を図る。

○ ○ ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 0
岸和田市民フェ
スティバル
実行委員会

1,700

事業の運営、及び活動に対して
補助金交付を行っているが、令
和3年度も令和2年度同様、新型
コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、中止

0 ○

77 3 農林水産課
農業振興事業
農業まつり

III-5 0 0 ○ ○ 0 0 ○

市民の農業に対する理解や認識を深め、農業振興
に資するため農業まつりを開催する
農業者の表彰、展示即売会、試食会、ステージ企画
等を行い、農産物等の紹介、農林業の啓発と都市住
民との交流等の機会の提供
入場者数は約8,000人
令和3年度は、緊急事態宣言をうけ中止を決定した。

ステージ参加者や入場者のため
の駐車スペースが確保できな
い。参加団体には相乗りするな
どの協力を依頼しているが、徹
底されていない。

企画内容の工夫などをしていき、農業
まつりの活性化を図る。

0 ○ ○ 0 ○ 0 0 ○ 農協の広報紙

JAいずみの・大
阪府・農業委員
会・農業研究ク
ラブ協議会・果
樹振興会・林業
活性化協議会・
岸和田市漁業
協同組合　他17
団体

16 2,000

岸和田市において農業は主要な
産業のひとつであり、
その振興は今後益々重要であ
る。参加団体の意欲を高め、より
協働できる仕組みづくりが必要。

A 0 ○

78 3 農林水産課
農業振興事業
農業体験

III-5 ○ ○ ○

市民参加によるじゃがいも（35組）、サツマイモ（30
組）の収穫体験
新型コロナウイルス感染拡大のため、サツマイモの
収穫体験は中止。

申し込みが増え、抽選をしなけ
ればならない

事業の内容を工夫し、参加者の拡充
を図る。

○ ○
きしわだ生き活
き農業応援団

500 500 参加者の満足度が高い。 A ○

79 3 産業政策課
港振興協会助
成事業
（港まつり）

III-5 0 0 0 0 0 0 ○
港まつりは新型コロナウイルス感染症拡大防止等の
ため中止。
体験航海は巡視船の派遣ができずに中止。

花火に代わる新しい港まつりの
検討

花火に代わる新しい港まつりの実施
（R4年度はアクアパークにおける「ス
ロー＆リラックスイベント」を実施予定）

0 ○ ○ 0 0 なし なし 0 16,395 0 ○

80 3 観光課 観光振興事業 III-5 0 0 0 0 0 0 ○

城下町泊の機運醸成のためのキャンピングカーでの
宿泊体験の実証実験や、犬走公開、大阪城・尼崎城
との連携など、岸和田城を中心に賑わいを創出する
取り組みを実施した。

魅力ある地域資源の利活用が
不十分である。
プロモーションをはじめとする効
果的・効率的な情報発信が出来
ていない。

平成28年度に策定した「第２次岸和田
市観光振興計画」に基づき事業を推
進していく。

○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0 0

岸和田市観光
振興協会
岸和田商工会
議所

15,189 1,720

新型コロナウイルス感染症の影
響を受け急激に観光客数は落ち
込んでいるが、今ある魅力を活
かすため情報発信の強化に取り
組む必要がある。

B 0 ○

協働した団体
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資料D

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
発
表

鑑
賞

参
加

その他

広
報き
しわ
だ・
市
HP

そ
の
他
の
HP・
SNS

地
域
情
報
紙

ちら
し・
ポス
ター
類

その他
市（担当課
以外の課
名）

他団体（団体名
等）

事業費（千
円）

予算未執
行額

（千円）
自己評価

自己
評価

新規 継続

81 3 産業政策課
岸和田ブランド
事業

III-6 0 0 0 0 0 0 ○

岸和田らしさを備えた優れた産品を岸和田ブランドと
して認定し、情報発信や販売促進を推進することで
岸和田市の知名度向上を図っている。令和３年度
は、2品目の新規認定及び４品目の再認定を行っ
た。イベントは、「ワールドマスターズゲームズ2021
関西」岸和田市実行委員会PRコンテンツの一環とし
て、岸和田ブランドのブースを出展し、PRを図った。

製品の研究開発及び販売促進
岸和田ブランドのさらなる認知度向上
のために施策を展開していく。

0 ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ ○ なし

岸和田商工会
議所、泉州広告
㈱、和歌山大学
岸和田サテライ
ト

2,000 0

岸和田ブランドの認知度のさら
なる向上のため、新しい生活様
式を意識しながら、多くの人の目
に触れるように各種イベントへの
出展を行っている。

A 0 ○

82 3 産業政策課

商工業振興事
業
（旧伝統工芸品
振興事業も含
む）

III-6 0 0 0 0 0 ○
大阪泉州桐箪笥製造協同組合が令和３年11月27～
29日に参加した「KOUGEI　EXPO IN AICHI」に対する
補助対象経費の1/2を補助した。

ライフスタイルの変化に伴い、い
かに販売促進につなげていく
か。

現代のニーズに合わせた商品の開発
に取り組むとともに、その価値の周知
に努め、伝統工芸品を守り発展させて
いく。
なお、R３から事業者全般の補助事業
と統合した。

0 ○ ○ ○ 0 0 ○ なし
大阪伝統工芸
品展推進委員
会他

127
伝統工芸に触れてもらえる機会
を創出できたことは成果があっ
た。

B 0 ○

83 3 産業政策課
企業経営支援
事業

III-6 0 0 0 0 0 0 ○ コロナ禍の中、事業が実施できなかった。 製品の研究開発及び販売促進 R4以降の補助金の支給を実施しない 0 0 ○ ○ 0 0 ○ 0 0 なし
岸和田商工会
議所、夢つむぎ
会

0 500
事業目的と効果の関係が明確
に現れていないことから事業支
援を廃止とする。

C 0

協働した団体
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資料D

   基本目標Ⅳ　未来へつなぐ

文化活動の形態 広報活動の媒体

年度 担当課 事業名 ≪基本目標・各方向性≫

０
歳
～
就
学
前

小
学
生
以
上

妊
産
婦

障
害
者
・
高
齢

そ
の
他

実施内容 課題 今後のビジョン 創造
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新規 継続

84 3 全課
情報の収集、発
信

IV-3 0 0 0 0 0 0 ○

文化に関する公演・講座・各種イベント等を周知する
ため、広報活動として市内公共施設でのポスター・チ
ラシの配架、HPでの告知に努めた。また、特に文化
施設３館では、市内外の関連公演等の情報発信に
協力している。

多種多様な情報の収集、発信の
手法についての検討や、コロナ
の影響により急に中止になる事
業もあるため、即時に対応でき
るようにする必要がある。

今後も継続するとともに、情報発信と
収集の手法については検討が必要。

0 0 0 0 〇 ○ ○ ○ ○ 0 0 0 0

現在、各課が中心となって広報
に努めている。また、文化に関
する情報を発信する立場からは
いかに収集と発信をしていくかを
検討課題としていく必要がある。
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新規 継続

85 3 文化国際課
文化振興基金
の活用

IV-4 0 0 0 0 0 0 ○

文化振興基金は、文化施設の修繕やソフト事業の実
施に活用されている。現在、岸和田市ふるさと寄附
金事業のなかの一つの選択肢として文化振興基金
が位置付けられている。ふるさと寄附金事業を案内
するチラシがあり、担当課が中心となって広報活動
を行っている。（アートマルシェ事業費・アウトリーチ
事業費・本市育成団体の指導者謝礼）

原資の確保と、基金の周知活
動。

寄附者の満足度を高めていく活用方
法を検討していく。

0 0 0 0 〇 ○ 0 ○ 0 企画課 0 1,953

現在、ふるさと寄附金事業の周
知方法はチラシ・専用ポータル
サイトがある。また、基金の活用
結果も同様に行っている。

A 0 ○

協働した団体

協働した団体
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